
 

 

令和8年9月 16日 

中学校統合準備委員会 

＜問合せ・事務局＞ 

阿南町教育委員会 事務局長・子ども教育係 

（電話）  ０２６０－２２－２２７０ 

（メール） kyouiku@town.anan.nagano.jp 

 

 

 

 

◇ 第９回統合準備委員会 ◇ R８.９.１０（木）１８：３０～ 

出席者総数29名 町役場2階 

 

 

◇ 小・中学校関係 情報共有      ～統合準備委員会だよりNo.17参照～ 

〇 交流行事や中体連結果、二中閉校記念イベント等の報告    以下、8/5 付け、南信州新聞より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 中学校合同職員会議等の報告や今後の予定 

・ 2 学年会では修学旅行計画を進めている 

・ 教科会で備品の整理を行いながら、必要な物品を二中から一中へ移管する 

・ 両校学習進度の足並みがそろうようにしている 

・ 生徒会則が決まり、申し合わせ事項等を両校の生徒会代表で確認していく 

・ 阿南中ＰＴＡ会則は両校で承認され、現在 新野小ＰＴＡ会則を作成中 

・ 阿南中ＰＴＡ役員の選出方法は、一中の方法を踏襲する。初年度２・３年については新たに

役員決めを行わず、入学学年においては３年間分の役員を決める 

〇 学校関係 進捗状況等 情報共有及び提案 

〇 教育委員会関係 進捗状況等 情報共有 

〇 阿南中グランドデザイン案 グループワーク 

＜次回＞ R8.１１．１２（木） 18:30～  （最終回R9.1.21） 

 

令和８年９月１０日に第9回統合準備委員会を開催し、中学校や教育委員会の進捗状況を

共有したり、阿南中グランドデザイン案について話し合ったりしました。 

来年度に阿南第一中学校（東條）と統合する阿南第二中学校（新野）で 2 日、同校の「閉校記念イベント」

があった。新野にある小中学校の保護者らでつくる実行委員会が主催し、校舎見学や記念グッズ販売、

音楽ステージや屋台など多彩な催しを企画。地域住民らでにぎわった。 

統合により誕生する阿南中学校は一中の校舎を使い、二中は廃校になるため、住民 

が集い楽しみながら二中での思い出を振り返ってもらおうと企画した。 

1970（S45）年建築の3階建て校舎を開放。 一室に７０年代からの卒業文集やアル 

バムを並べ、写真を見ながら来場者同士で思い出を語る姿が見られた。 

自身も子どもも同校卒業生の男性（61）は「一中との交流会でしたダンスなど、当時を思い出し懐かし

い。新野では高校以降は地域外で下宿したため、この学校が地域から巣立つ場所だった」と中学時代を

振り返り、「学び舎がなくなるのは寂しいが、統合で町が一つになれば」と話した。 

実行委はイベントに合わせ、二中の校舎や校章を描いた記念Ｔシャツやタオルを作って販売。校庭では

卒業生らによる屋台が並び、ミニ SLの乗車体験や消防団の車両展示などもあった。 

実行委員長の清水さんは「多くの卒業生が訪れてくれうれしい。楽しく思い出を語り合ってもらうとと

もに、住民が集うことで子どもたちに 新野には素敵な大人がいると伝えたい」と話した。 

 

閉校イベント第二弾 11/1（日） 

二中HPをご覧ください → 
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・ 調理場の統合に伴い、新野小の給食事務等を引き継いでいくとともに、全町をカバーする

調理場運営について検討する 

・ 〔資料より〕一中茜祭 9/25・26、二中紅樹祭 10/24、中学校入学説明会 11/10、行人様

鉄下駄レースに一中の生徒・職員も参加9/20、部活動・クラブ活動連絡協議会9/30 

・ 4/6（火）13:10～開校式（２・３年生参加）、13:40～入学・始業式を行うよう計画中。町内

小学校の入学式は同日午前中に実施 

〇 阿南中新ポロシャツの見本が示され、両校の現行使用メーカーを継続することになった 

〇 阿南中コミュニティスクールについては、信州型ＣＳ(コミュニティスクール)を継続していく 

 

 

 

 

 

 

➡ 学校運営委員会の委員に関する提案がされた。現行委員をベースに地域バランスを考慮

しながら考えいくことになり、次回再提案される 

 

◇ 教育委員会関係 情報共有     ～統合準備スケジュール修正版は町HPをご覧ください～ 

〇 子ども教育関係 

・ 緞帳一文字幕や銘板については業者と打ち合わせ中、春休み中に工事を行う。 校旗及び

スクールバス（コミューター）等は発注済み。 備品や薬品等の処分、廃校に伴う手続きや新校

転入手続き、補助金に係る事項等を確認中 

・ 調理場が一つになることに伴い、給食運搬車を発注したり、運搬を試したりしていく 

〇 社会教育関係 

・ 部活動の地域展開に関しては、町の認定地域クラブ活動の認定要綱の整備を進めたりし、

来年４月からの休日部活動の地域移行または地域連携につなげる 

・ Ｒ９からの中体連参加形態は、学校の部活動・自治体が認定する地域クラブ・中体連の承認

を得た従来の地域クラブとなる。 町内でも種目の分散、多様性が広がっている 

 

◇ 阿南中グランドデザイン案の検討 

 

 

・ 両校の現行グランドデザインが示され、それぞれの取り組みが説明 

された後、6グループが ＡＩ作成のグランドデザイン案を囲んで、 

①阿南中に望むこと、②加えたい項目、③要望等を付箋に書いて 

貼って話し合うグループワークが活発に行われた 

〇 学校教育目標（案）は、「考動力 ～自ら学び 友と考え 自ら動く～」 

とし、当初案の 「～自ら考え～」の部分を、学校で学ぶ意義 

を重視し、「～友と考え～」 の方向にした 

➡ 今後、生徒や保護者の声も聞きながら成案にしていく 

 

～ 統合準備委員会もあと2回開催となりました ～ 

学校グランドデザインは、学校の教育理念や目指す生徒像、重点目標と具体策、連携や評価等の 

全体像を教職員・保護者・地域と共有するために 1枚で示した学校経営構想（ビジョン）のこと 

現行ＣＳ  富草小＝学校関係者会議   大下条小＝ふちっ子育成委員会   和合小＝チーム和合 

新野小・阿南二中＝新野学校コミュニティスクール  阿南一中＝阿南第一中学校学校支援会議 

ＣＳでは、学校・家庭・地域が対等な関係の下、地域住民や保護者の持続的な学校運営への参画や協働活動が

行われることにより、子どもたちの豊かな成長を支える「地域とともにある学校づくり」を目指している。 

信州型ＣＳでは、学校と地域の会議体である学校運営委員会を校長が設置（委員任命）し、育てたい子ども像

の共有、協働活動に係る意見交換や参画、学校評価など行うが、教職員の任用については扱わない。 

 

 


